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「かかりつけ医」を持ちましょう 

　「かかりつけ医」とは、病歴や健康状態などを把握して健康管理全般のアドバイスをしてくれる医師

のことです。 

　風邪などの軽い病気であれば、大きな病院でも身近な開業医でも治療内容はほとんど変わりません。

開業医は待ち時間も短く、体への負担が軽減されます。 

　日頃から、自分や家族の健康管理につとめ、何かしらの異変を感じたら、早期に「かかりつけ医」へ

相談・受診することを心がけましょう。 

 

【ご注意ください】 

　大きな病院では、初診の患者さんは紹介状が必要で、紹介状なしで受診する場合は特別料金が発生す

る場合もあります。 

 

わからないことは確認しましょう 

　お医者さんの説明をよく聞いて、受診の疑問や不安を解消した上で治療にのぞみましょう。 

　また、同様にお医者さんの質問にも隠さず答えることも重要です。 

 

お医者さんの指示は守りましょう 

　ご自身の判断で処方された薬を飲まなかったり、薬の量 

を加減したりするのはやめましょう。 

　薬が余っているときは、お医者さんや薬剤師さんに相談 

しましょう。 

 

Vol .３　上手なお医者さんのかかり方（その１） 

　お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引

くことがあります。 

　また、休日や夜間に軽症の患者さんが救急医療へ受診することによって、

緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたすことがあります。 

　必要なときに、必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機

関の受診や薬局での薬の調剤の際には、以下のことに留意しましょう。 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２ 



カチっとベルト 
パーフェクト運動 

秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 

7 広報せきかわ　2010・９月号 

　
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ
て
街
頭
指
導
を

続
け
て
い
る
伝
南
海
雄
さ
ん
と
高
橋
か
な
江
さ
ん
に
、
関
川
小

学
校
の
児
童
会
運
営
委
員
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
二
人
と
も
街
頭
指
導
を
始
め
た
の
は
今
年
の
春
か
ら
。
伝
さ

ん
は
大
島
駅
前
、
高
橋
さ
ん
は
小
学
校
前
の
横
断
歩
道
で
、
そ

れ
ぞ
れ
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
や
不
審
者
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
街
頭
指
導
に
立
ち
、
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
二
人
に
贈
ら
れ
た
感
謝
状
は
児
童
会
運
営
委
員
の
手
作
り
に

よ
る
も
の
で
、
児
童
み

ん
な
の
感
謝
の
気
持
ち

が
詰
ま
っ
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。 

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ

た
伝
さ
ん
は
「
最
近
は

不
審
者
が
多
い
の
で
児

童
の
皆
さ
ん
に
は
気
を

付
け
て
ほ
し
い
」
と
注

意
を
促
し
、
高
橋
さ
ん

は
「
毎
朝
、
み
ん
な
と

元
気
良
く
挨
拶
出
来
る

の
が
楽
し
み
で
す
。
時

間
の
あ
る
と
き
は
、
下

校
時
も
皆
さ
ん
の
見
守

り
を
し
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

子どもたちを見守り続けて 

伝
　
南
海
雄
さ
ん（
大
島
） 

高
橋
か
な
江
さ
ん（
下
関
）
に 

　
　
関
川
小
学
校
か
ら
感
謝
状 

な
　
み
　
お 

　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
に
合
わ
せ
て
、
七
月
二
十
四
日
、
川
口
橋
の

チ
ェ
ー
ン
着
脱
所
に
交
通
安
全
指
導
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
指
導
所
に
は
、
村
上
地
区
交
通
安
全
協
会
関
川
支
部
、
ト
キ
ち
ゃ
ん
ク

ラ
ブ
、
村
の
交
通
安
全
指
導
員
、
村
上
警
察
署
な
ど
、
約
三
十
人
が
参

加
。「
飲
酒
運
転
や
無
謀
な
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
」
と
、
啓
発
チ
ラ
シ

な
ど
約
百
三
十
台
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。
村
上
警
察
署
の
今

田
署
長
は
「
高
速
道
路
も
無
料
化
に
な
り
交
通
量
は
増
え
る
の
で
、
交
通

事
故
を
減
ら
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
、
高
速
道
路
・
一
般
道
路
と
も

に
交
通
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全

運
転
を
心
が
け
、
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

加
害
者
に
な
る
な
！
被
害
者
を
出
す
な
！ 

　夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なる時期に交通事故
が多発することから、広く県民に交通安全思想の普及・
浸透を図り、交通ルールの尊守と正しい交通マナーの実
践を習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を図る
ことを目的としています。 

 
運動の重点 

　○高齢者の交通事故防止 

　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事 
　　故防止 

　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの 
　　正しい着用の徹底 

　○飲酒運転の根絶 

９月30日(木)は「交通事故死ゼロを目指す日」 

　シートベルト及びチャイルドシート着用の必要性を認

識し、正しく着用して被害の防止・軽減を図るとともに、

安全運転に努めましょう。 

９月21日（火）～９月30日（木） 

秋の全国交通安全運動 
～夕暮れに 命を照らす 早めのライト～ 

カチっとベルト 
パーフェクト運動 

９月1日～９月30日まで 

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間 


